
最新値 目標値 達成度 評価
指標の
ウエイト

1 a 180 193 93.3% a 1.00

2 b 210 274 76.6% b 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

a ａ

２　市民生活実感評価　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。

そう思う
どちらとも
言えない

どちらかと言
うとそう思わ

ない

そう思わ
ない

有効回答
者数
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10 167 153 83

2.2% 36.6% 33.6% 18.2%

ｄ

概要

　農林業経営の安定と向上に向けた取組を行うとともに，市内農林産物に関する市
民の理解を深め，地産地消を推進する。また，職業としての農林業の魅力を啓発
し，担い手の育成を図る。

市民生活実感調査総合評価

設問

京都の農林業が魅力を増し，後継者や新たな担い手が
育っている。

産業観光局・農林振興室 共管局・部室
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施策番号 1001

施策名 産業として魅力ある農林業の構築と担い手の育成

‐

190

担当局・部室

上位政策 10　農林業

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市農林行政基本方針

１　客観指標評価
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指標名

‐5

‐4

‐

2

3 ‐

a

24年度

25年度評価

前回値
23年度

176

‐

‐

a

456
9.4%

‐

どちらかと言
うとそう思う

客観指標総合評価

25年度回答

d

‐

‐

‐ ‐

農業経営基盤強化促進法に基づく認定農業者
数（人）

1

‐

林業労働者数（人）

‐

‐

a

‐

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1

そう思う 

どちらかというとそう思う 

どちらとも言えない 

どちらかというとそう思わない 

そう思わない 



３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ａ ｄ

23
年
度

＜この施策を構成する事務事業＞

1 52,019 53,390

2 47,239 56,592

3 30,574 30,473

4 29,194 24,344

5 3,002 3,002

6 7,203 7,203

7 2,870 2,870

8 41,150 32,524

9 31,882 61,712

10 35,218 35,170

11 14,164 13,959

12 6,002 6,064

13 19,144 17,908

14 100,135 110,378

15 62,961 46,652

16 20,036 20,905

17 14,704 11,426

18 10,146 10,083

19 3,102 2,942

20 4,240 4,240

21 6,531 6,550

22 － 6,494

23 15,205 －

24 54,162 －

25 38,754 66,232

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜今後の方向性＞

農林畜水産業金融対策

新規就農総合支援事業

農業改良

森林整備事業

水産増殖

大豆の里「第６次産業」化拠点整備事業

有害鳥獣捕獲事業

農業振興対策事業

・農林業のイメージアップを図り，生産者と消費者との顔の見える関係の強化や市内産農林産物の市
民への情報提供，農林業と観光業との連携により，農林業を通じたふれあいの機会を創出するなど，
更なる振興を進める。
・職業として魅力ある農林業を再構築し，その魅力を発信するとともに，新規就農者に対しては，資
金的支援のほか，新規就農サポーターによる支援など，総合的な支援を行うことにより，多様な担い
手を育成する機会の創出に引き続き取り組む。

24
年
度

林道整備事業

今後の方向性の検討

B

B

□　市民の実感
B

（重み付けの理由）
　農林業に従事しない市民や農林業に関心のない市民にとっては，実感しにくい施策であり，客
観指標評価を重視して評価することが妥当であると考えるため。

（原因分析）
・客観指標評価は，農林業の中核的な担い手への効果的な支援の推進により，目標値を概ね達
成することができ，ａ評価となった。
・市民生活実感評価は，産業としての農林業に対する支援が主体となる施策であるため，市民生
活において施策の達成度が実感しにくく，ｄ評価になったものと考えられる。
・このため，総合評価はＢ評価となった。

水田農業構造改革対策事業（米の生産調整対策）

有害鳥獣被害防止対策事業

ふるさと公社運営補助

施策の目的がかなり達成されている

重み付け ☑　客観指標

25年度
予算額

24年度
決算額

事業名

事業費の状況（千円）

かなり良い 産業観光局

生産緑地振興対策事業

畜産振興

京都市花き地方卸売市場

担当局
25年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

かなり良い 産業観光局

北部農林業地域振興対策事業

担い手育成支援事業 産業観光局

産業観光局

良い

産業観光局

産業観光局かなり良い

良い

普通

普通 産業観光局

－

良い

－ 産業観光局

林業担い手対策事業

林業・木材産業構造改革事業

京北森林公園運営管理事業 － 産業観光局

京都市森林文化交流センター（森愛館） － 産業観光局

地域特産物需要拡大センター改修事業 － 産業観光局

地域特産物需要拡大センター（ウッディ京北） －

産業観光局

－ 産業観光局

産業観光局

京都市宇津峡公園 － 産業観光局

産業観光局

かなり良い 産業観光局

良い

かなり良い

産業観光局

普通 産業観光局

産業観光局

良い 産業観光局

悪い 産業観光局

良い

産業観光局

産業観光局

産業観光局

良い

普通

京都府就農研修資金償還助成事業



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 93.3%

数値 目標年次 達成度

数値 250 31年度 72.0%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

23 24 25

a a a

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 76.6%

数値 目標年次 達成度

数値 350 31年度 60.0%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

23 24 25

a b b

２２２－３３５１

23年度 24年度

施策名 1001 産業として魅力ある農林業の構築と担い手の育成

指標名 農業経営基盤強化促進法に基づく認定農業者数（人）

担当課 農政企画課 連絡先

農業経営基盤強化促進法に基づき，本市が認定した効率的で安定した農業経営を目指す農業者の人数

農林業の活性化に向けた農業の担い手への支援
状況を示す指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

数値 根拠

4人増

根拠

京都市農林行政基本方針

指標名 林業労働者数（人）

当該指標については，社会経済情勢及
び自然環境条件の影響度が高いことか
ら，80％以上をａ，以下20％刻みで基
準を設定した。

全国順位
中長期目標

備考

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

193
京都市農林行政基本方針の目標達成のために当年度
達成すべき数値＝平成21年度現況値（168人）と京都
市農林行政基本方針の目標数値（平成31年度250人）
から各年度の目標数値を等差的に算出

176 180

前回数値 最新数値
推移

連絡先

農林業の活性化に向けた林業の担い手への支援
状況を示す指標

出典：京都府林業統計

年間に３０日以上林業労働に従事する者の人数

担当課 林業振興課 ２２２－３３４６

190 210 20人増 274

目標値

22年度 23年度 数値 根拠

京都市農林行政基本方針の目標達成のために当年度
達成すべき数値＝平成19年度現況値（224人）と京都
市農林行政基本方針の目標数値（平成31年度350人）
から各年度の目標数値を等差的に算出

算定に用いるデータの収集期
間の関係から，平成23年度値
が最新となる。

根拠

京都市農林行政基本方針

備考

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

当該指標については，社会経済情勢及
び自然環境条件の影響度が高いことか
ら，80％以上をａ，以下20％刻みで基
準を設定した。

全国順位
中長期目標


